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青森県立保健大学大学院健康科学研究科の現状と展望

健康科学研究科長　松江

3-1.大 学院の入学数の推移 について

　大学院の修士課程と博士課程の入学者数の推移 「表1、

図1(A)お よび(B)」 をみると、博士課程は順調 に推移 し、

む しろ応募者が多 くなるような傾向があるが、修士課程

について見ると、平成19年 度に定員 をきり、平成20年

も定員をきる結果になった。 この原因について幾つか考

えてみる。
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1.は じめに

　本学は平成11年4月 に開学、平成15年3月 に学部第

1期 生 を輩出 し、これに呼応す るように平成15年4月

には大学院健康科学研究科博士前期(修 士)課 程 を開設、

次いで平成17年4月 には博士後期課程を開設 し、平成

20年4月 には健康科学部に栄養学科が開設 され、小規

模 なが ら学士か ら学位 まで一貫 した高等教育機関 として

整備 しえたのは、設置者である県当局および前および現

学長の下、事務教職員が一致団結進めた成果と改めて関

係各位に感謝する所である。
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図1　 本学大学院修士課程(A)と 博士課程(B)の 入学

　　 者数の推移

2.健 康科学研究科の構成

　本学大学院の健康科学研究科の教育 目標は 「ヒューマ

ンヘルスサイエ ンス&ア ー トの探求－人間の健康に関す

る科学と技術の教育 と研究－」であ り、保健医療福祉分

野における人間性豊かな研究者や教育者の育成、お よび

豊かな人生 を送るための高度な技術 と知識 を有する実践

者 を育成 し、県内外のコメデカル分野で指導的人材 を育

成するものである。

　大学院の構成 は、学部の4学 科 の上に、看護学分野、

理学療法学分野、地域保健福祉学分野、および生活健康

科学分野の修士課程(定 員20名 、指導教員29名)と 博

士課程(定 員4名 、指導教員17名)か らなる。

1)図1か らもわかるように、二つの課程 ともに看護学

　　分野が最 も多 く、本学研究科は看護学分野を主に構

　　成 されていることが良 く解る。大学の規模か ら、本

　　学の修士課程の定員は当初若干多めかなと思われて

　　いたが、地域保健福祉 －看護関連分野および看護学

　　分野の指導教員の方々が努力 し、応募者 を確保 し、

　　多 くの優秀な修了者を送 り出してきた。近年、若干

　 看護学分野 も応募者が下がってきたのは、本学に大

　 学院がで きれば入学 しようと思っていた人が、一応

　　一回 り入学 した結果 と考えられる。次の 目標は本学

　　院生修了者が指導 した後輩が入学することを切 に

　 願っている。

2)地 域保健福祉学分野、生活健康科学分野、お よび理

3.健 康科学研究科の現状と課題

　各分野の紹介や特徴 については、各分野代表者が詳細

に述べたので、小生は現在の大学院健康科学研究科 の現

状 と課題、特に 「定員充足」について述べてみたい。表

1と 図1に は平成15年 度か らの修士お よび平成17年 度

か らの博士課程の入学者数の推移 と、それに占める社会

人入学者の割合 を示 したものである。

表1　 大学院健康科学研究科の入学数の推移

20年 度19年 度18年 度17年 度16年 度15年 度

131621242125入学者数

61316151321(うち社会人)

博士前

期課程

410106入学者数

410106(うち社会人)

博士後

期課程
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　　前者ではス トレー トに修士 に進学する数が圧倒的に

　　多 く、社会人入学者 も常時研究室にたむろし、教授

　　→准教授→講師→助手→大学院博士課程→修士課程

　　→学部学生か らなる 「良い意味の知 と技術の伝達の

　　ための徒弟制度」があ り、ある一定のレベルと精度

　　を持 った人材育成と研究が競争的かつ協奏的に進め

　　られている。

3)こ の様な中、教授 や准教授 は大学院博士課程→修

　　士課程 の院生に、論文の読みかた、 まとめ方、実

　 験技術を伝達教育する指導課程が直接見聞されて、

　　その内容が 自然 とスムーズにその下 に伝達 される

　　システムが出来上がっている。その ような背景 も

　　あって今年度か ら導入 した、修士お よび博士課程

　　関連の中間お よび公 開 「発表会への院生 の全員参

　　加 を義務化」 したのは、ぜ ひ先輩た ちの苦労や実

　　績の上に本学の 「良 き伝統 を築いて欲 しい」 との

　　思いがあった(図2)。

4)本 学でも時々社会人入学者の中には、論文 をまとめ

　　る基礎(研 究テーマの決め方、研究を進めるための

　　技術、論文調査、英文資料の読み方、研究のまとめ方、

　　発表の仕方)を 学んでいない人が散見される。その

　　人たちが週末や夜 にくると、講義や会議が多い指導

　　教官の負担は益々大 きくなる。 しか し、本学の教員

　　陣はその熱意に応える人材 はそろっている。

5)将 来的には,静 岡県立大学で行っている様 な、教授

　　一人に助手、又は助教、又は講師の二人で教育研究

　　実習等を責任持って行 う緩やかな講座制の確立が望

　　まれる。

6)ま た、TV会 議システム等を使用 した講義等、遠隔

　　地でも効率 よく単位等が取得できる方法が欲 しい。

　 学療法分野の三つには大 きな差はない。 しか し、看

　 護学分野 も含めて一定の入学者数を集めて健闘 して

　　いる分野の指導教員の方 ・々には、ある一つの 「地道

　　な努力=声 がけ運動」が有ることも明 らか となった。

3)反 面、優秀な教員の多い理学療法分野が意外 と少な

　　かったのは、先程述べた 「声がけ運動」がちょっと

　 足 りなかったことと、今一つには理学療法士の就業

　 先に責任者のポス トが少ないことも、大学院への入

　 学の増加 に結びつかないなど、特殊事情も有ること

　　も明 らかとなった。

4)ま た、本学の大学院が 「社会人入学」が多いことは

　 既に述べたが、学部卒業 してス トレー トに大学院に

　　入学する学生が極端に少な く、これまで看護学分野

　　1名 、理学療法学分野1名 、生活健康科学分野が3

　　名の計5名 程に留 まっている。

5)本 学は開学 してから年月が少ないため、学部在学中

　　の学生が大学院に対 して具体的にイメージできる体

　　制が構築 されづ らく、大学院の意義 を実感 し試験を

　　受けて入学する学生は少ない。これとともに他大学

　　の4年 目の卒業生を,本 学の大学院に入学させるに

　　は,研 究科の各分野の指導教員が外部にどれだけア

　　ピールで きる研究を行 うかにかかっている。

図2　 大学院研究科の院生発表会の風景

4.健 康科学研究科 「定員充足および確保」の対策

　これ まで述べて きた ように、「定員充足 および確保」

のための問題点は、ある程度明らかにな り、なすべき事

も明 らかになった。

3-2.社 会人入学 について

　少子高齢化が加速す る一方で、「社会人入学」は大学

院研究科の最重要課題であり、大学及び教職員は 「講義、

研究テーマ、研究内容、研究指導者、研究施設環境,及

び図書館や事務手続 きを含めた各種サービスが、如何に

社会人にとって魅力ある大学院であるか?」 が常 に問わ

れる。そのため、昨今の予算節約や省エネは大変重要で

はあるが、「折角休みで来たのに研究が寒 くて行 えない」

などは「本末転倒の面」も有 り、我々指導者や教職員は「顧

客満足度」の点から、常に真摯に院生や学生の声 には耳

を傾ける必要があるだろう。それ と、本学教職員、学生、

院生及び研究生には我々は青森県民の血税で研究や学問

ができることに常 に感謝の気持ちを忘れてはならない。

　表1か ら明 らかなように、本学研究科の入学者は圧倒

的に社会人が多いことである。修士課程では入学者のう

ち7割 が社会人、博士課程では殆 ど全てが社会人であ り、

考慮すべ き幾つかの間題が浮かび上がっている。

1)大 部分の院生は講義や レポー トなどで単位等を取得

　　することは、なんとかクリアーで きるが、最 も主に

　　 なる修士論文や博士論文が修業期間内にまとまらな

　　い0

2)古 くて伝統のある大学院大学と、本学のような社会

　　人の多い新生の単科大学の問では、「研究の技術や

　　知の伝達」で大 きく異なる点があるように思 える。
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4-1.「 声がけ運動」について

1)先 程 も述べたが,本 学でも比較的定員が充足 してい

　　る分野 とそ うでない分野では、教員一人一人の 「声

　　がけ運動」に差がある事がはっきりしてきた。その

　　ため、今一度、研究科の指導教員 を先頭に 「声がけ

　　運動」 を行って頂 くようお願い したい。某大学 は新

　　聞切 り抜 き一面に大学院の募集広告を掲載 したが、

　　これは各 自の研究費を削って実現 される と考え ら

　　れ、これに対 して 「声がけ運動」はゲリラ的で しぶ

　　とく確かな効果が見込める。

2)即 ち、学会、会議や研修会などの集まりを利用 して、

　　指導教員が さりげなく 「大学院に来て私たちと一緒

　　に研究 をしませんか」、 とい う一言勧誘活動が 「応

　　募者の背中をちょっと押す効果」があ り、新聞一面

　　広告に匹敵する効果があるとい うことは、他大学か

　　らの聞き取 り調査で も、最 も強力な 「定員充足手段」

　　の一つである事が判明している。

3)現 在、修士課程の指導教員が29名 いるが、その教

　　員が一人院生 を勧誘できれば定員はあっという間に

　　オーバー してしまうことになる。

4-2.「 本学同窓生」について

1)今 一つは今年度で第六期生を輩出する本学の学部同

　　窓生 は総勢一千名近 くになる。「本学同窓生」 も社

　　会人として独 り立ちして くる頃であ り、その中か ら

　　「もう一度、大学院研究科で研究や技術のアップを

　　望む人」 を察知 し、如何 に迎 え入れるかであろう。

　　そのためには同窓会の協力で 「声がけ運動」をする

　　ことであ り、同窓会の協力をせつにお願いするとこ

　　ろである。気心が知れた師弟関係での研究教育はそ

　　のスピー ドも成果の上が り具合 も早 く、社会人の院

　　生にも刺激的であろう。

2)本 学卒業生でス トレー トに本学修士や博士課程に進

　　学する人を増やすにはそれなりに、「がん看護」、「リ

　　ンパマ ッサージ」、「保健大学式 リハビリ」、「地域食

　　資源の動物試験」、および 「健康寿命アップの食育」

　　等のような魅力あるプログラムやコースを設定する

　　必要が有るだろう。今のままだと、一旦社会人になっ

　　て現場の経験 を積 んだ人の「学 び直 し循環システム」

　　の一環で院生 を受け入れることになるだろう。

3)社 会人になってか らその職責を確保 したままで、修

　　士課程や博士課程 に在籍する事は、如何に大変であ

　　るかは現在修学 している諸先輩の涙 ぐましい努力が

　　物語っている。 しか し、本学の卒業生であれば既に

　　卒論 も経験 しているので事情 は同 じではないだろ

　　う。また、修士の学位 を得ることに絞れば、ス トレー

　　トに修士 に進学 した方が良いのは明 らかであるが、

　　事情は単純ではない。

4)こ れについてはス トレー トに院生に残 るメリッ トが

　　何かを、我々も積極的に考え構築 する必要があ り、

　　某大学では看護学分野の修士課程に助産学 コースを

　　おいて、修士 と助産師を一緒に取得できるようにし

　　ている大学 もみられる。

4-3.社 会人のための「長期在学コースの設置」について

1)社 会人が研究科に入る場合、職場の理解のもときて

　　いるものの、研究科に100%時 間をさける院生は少な

　　く、しか も職場では大変重要な働 きをしている人ば

　　かりで、その努力は大変なものと常に感服 している。

2)特 に研究論文の まとめには、どうしてもあるまとまっ

　　た時間が欲 しいと以前から要望があった。

3)こ れについては他大学の調査を終え、中期計画でも

　　22年 度 「長期在学 コースの設置」 を目指 して準備

　　を進めているところである。

4-4.遠 隔地院生のための「TVに よるe-learning」 に

ついて

1)こ れについては、本学は東京および熊本の院生に対

　　 して行っていた実績があ り、今回その熊本の院生が

　　修了 した。

2)県 内で最 も希望の多 く、予算の関係で多 くの院生が

　　見込める場所 を選定 したところ、現在、八戸地区を

　　第一候補 に 「TVに よるe-learning」 システムの年

　　度内設置 を目指 して進めている。

5.青 森県立保健大学大学院健康科学研究科の将来の

展望

　これまで 「定員充足 の取 り組み」の視点か ら、本学健

康科学研究科の現状について述べてきた。ここか らは将

来の展望や、大学 ・大学院の発展については述べてみた

い。本学の健康科学研究科の将来展望については社会の

動向を切 り話 しては考えられないであろう。

　世の中にいつ も二つの面が有ると感 じている。それは

本学の ような国家試験のある 「国試型」 と 「無 国試型」

大学や大学院である。本学の様な 「国試型」大学や大学

院は世の中の要請があって作 られるが、法制度が後を追

いかけて来る様なところが有る。

1)そ の典型が看護 学分野のNP(Nurse　 Practitioner、

　　ナース ・プラクテシ ョナー)の 話題であろ う。NP

　　は医師不足関連の話題で出てくる医療従事者の一つ

　　で、大学院において専門的な教育 を受け、比較的安

　　定 した状態にある患者 を主たる対象 として、自律的

　　に問診や検査の依頼、処方等を行 うことが認められ

　　た看護 師のこ とである。2008年4月 に大分県立看
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　　護科学大学大学院の博士前期課程において、老年及

　　び小児のナース ・プラクテシ ョナーの養成教育が始

　　められている。 これについては本学 リボウィッツよ

　　し子学長の最 も得意 とする分野であり、まずは看護

　　学分野での煮詰 まった議論を待 ちたい。

2)看 護学分野では臨床現場での 「看護実践技術,看 護

　　教育、それに臨床現場の患者の心理に関す る研究」

　　が多いが、将来、 日本の看護学の研究が自然科学の

　　最先端分野の研究技法を駆使 し 「世界の科学技術の

　　進歩」に寄与する内容 に、 どこの大学の看護学分野

　　の研究者が踏み込むか注 目されるところである。

3)応 募者の項で、理学療法学分野や社会福祉学の応募

　　者が今ひ とつ伸 びないことに言及 したが、2010年

　　には総人 口の25%が 高齢者になる社会を迎 え、脳

　　梗塞や心筋梗塞で倒れた人の急性期や回復期 のリハ

　　ビリテーシ ョン等、益々理学療法学分野の重要性は

　　高まるのみである。

4)社 会福祉学分野 も福祉のみでは経済基盤 を作 るのは

　　大変であるが、元来福祉 は人間に優 しいという根本

　　的な面を捉えた分野なので、高齢化社会における各

　 種産業分野で、福祉の専門家の意見を取 り入れた製

　　品や,ケ アマネや介護福祉の資格 を有 した、IT技

　 術者,お よび自動車や電機会社の経営者が誕生する

　　時代が来てお り、10年 後は経済的にも様変わ りし

　　た社会の主役になるかもしれない。

5)食 はメタボや生活習慣病対策の根幹であり,生 活健

　 康科学分野で取 り扱 う、食の安全、食糧自給率、及

　　び食産業における 「栄養学の重要性」は益々高まっ

　　ている。この様な時に 「地域の健康寿命アップに食

　　育や疫学 の面」からや、「地域食資源の機能性素材

　　の動物試験、人への介入試験、食品の開発」 を通 し

　　ての産業振興の要となる人材 を輩出することが重要

　　となっている。

関わる人材育成の循環 システムが実現できる場」の構築

が、この 『北の大地青森』に実現で きることを願 うもの

である。

6． 最後に

　現在の様な不況下、「国試型」大学や大学院の修了者は、

「無国試型」大学や大学院の修了者に比較 して、就職状

況等 も良 く、既に教育プログラムは大変良 く整備 されて

いるので、そのような折にこそ、学部および大学院か ら

生涯教育を含む一貫 した高等教育に早 くか ら取 り組んだ

大学、大学院と地域が最終的に大 きなア ドバ ンテージを

得るだろう。

　また、将来、若い人材の宝庫である青森県立保健大学

が核 となって、これに県立中央病院、 もし可能ならば、

養護老人ホーム『安生園』を附属施設としたり、大学 に「健

康外来診療科」を設置するなどして,こ れ らが一体 になっ

た、「ヒューマ ンーケアの教育、研究、高度専門職業に
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